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接続詞と前置詞  （圧縮版）  

理屈 1 割（超簡単）、単語９割の項目です  

例えば「Because」と「Because of」のように、意味は同じでも品詞が違うものが英語には存在します 

同じ「なぜなら～」という意味であっても、片方の単語は接続詞で、もう片方は前置詞といったようにです 

どうやって使いこなすのか？ 前置詞と接続詞の混乱を避けるため、まずは形の上からの違いをみていきましょう 

 
 

 動画用の見本です 

p5～p9 は初学者用なので、理解している人は読み飛ばしても OK です  
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☆ 接続詞と前置詞の違い 

前置詞 … O’ 接続詞 S + V … 

下線部の後をチェックすれば答えが出る（「S+V があるかどうか」をチェック） 

英語は形が優先される言語です。接続詞か前置詞か、どちらかを使わなければならない時は、その後ろに来るものが何か（文か名詞か）で

使い分けましょう 

前置詞の目的語です 

(文の目的語ではありません) 

SV 
SVC 
SVO 
SVOO 
SVOC 

最低限 SV の関係が入っていれば良い 

ので、５文型ならどれでも良い 

＜ 前置詞  ＞ ＜ 接続詞  ＞ 

【接続詞と前置詞の基礎知識】 

実際に次のページの例を見ながら、上記のルールを身につけましょう 

今日覚えるルールはこれ１つだけです 

これが分かると下記のような問題が解けるようになります。 

例 1 . He didn’t go to Susukino    接     he had  

a headache. 

 

 

a: because  b: because of 

 

S V 

O 下線部の後ろに SV の関係があるので、
下線部に前置詞はあり得ない 
今回は「後に SV を取る接続詞」が入る 

（接） （前） 

例 2 . He didn’t go to Susukino    前    a headache. 

 

 

 

a: because  b: because of 

 

下線部の後ろに SV の関係がないので、
下線部には「後に SV を取る接続詞」が
入れられない 

（接） （前） 
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because of you 

in his youth 

during her song 

despite his cold 

with his support 

etc… 

 

主語＋動詞の関係はダメ  

 

 

～なので（理由） 

～の時（時） 

～している間 

～にも関わらず（逆接） 

～があれば（条件） 

＜ 前置詞：後ろに「名詞」を取る ＞  

一つ一つおぼえるよりも、まとめて覚えた方が便利です。 
 

Because she likes baseball,  S + V 

When he was young,  S + V 

While she sings,  S + V 

Although he caught a cold,  S + V 

If you have his support,  S + V 

etc… 

S  V  

S  V  

S  V  

S  V  

S  V  

主語＋動詞の関係がＯＫ！  

 

＜ 接続詞：後ろに「主語と動詞」を取る ＞ 

【接続詞と前置詞の関係】 意味的に対応しているものも存在します 
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～           the companies ・・・. 

 

どうでしょう？ the companies は名詞 というところまではＯＫでしょう 
ですが、これだけでは下線部に「前置詞」を選ぶのか「接続詞」を選ぶのか、 
まだ判断ができないんです（涙） 
だって「名詞」は「主語（S）」にも「前置詞の目的語（O）」にも、両方なりえるから！ 
 
ゆえに「名詞」があるというだけでは「下線部に前置詞がくるか、接続詞がくるか？」を 
判断はできません  
判断する根拠は「下線部の後ろに名詞があるかどうかではなく、動詞があるかないか」 
これを一番大きな違いと考えるのが、英語上達のコツです 
 

下線部より後ろに V があれば、「（下線部には）接続詞」を入れます 

【より実践的な判断基準】 下線部に入るのは前置詞 or 接続詞？ 

～           the companies. 

 

 

 

 

～           the companies held a reception … 

 

動詞が無い → 主語もないはず 
 → 主語と動詞の関係性がないなら下線部に接続詞は 
    入らない 
 → 下線部には「前置詞」が入る 

動詞がある → 主語もあるはず 
 → 下線部には「接続詞」が入る 

S  V  
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【例】 （   ）の中に、接続詞が入るものを選んで○を付けよう  ＊ 今回、ここで言う接続詞は、あえて従位接続詞の話とする 

①（     ） you 

②（  ○  ） he eats … 

③（     ） me 

④（  ○  ） the speaker is … 

⑤（    ） the company 

⑥（    ） her 

⑦（    ） his speech 

⑧（  ○  ） you made …  

⑨（    ） a new job 

⑩（  ○  ） they live … 

⑪（    ） the magazine editor 

⑫（    ） Thursday 

⑬（  ○  ） he found … 

⑭（    ） a manager 

⑮（  ○  ） she works 

⑯（    ） a train station 

V 

V 

V 

V 

V 

V 
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【資料】 前置詞の働き 【前置詞句を作って、副詞扱いです】 

前記の表の前置詞の欄を見ると、前置詞は主語・動詞・補語・目的語のどれにもなっていませんよね（どこにも○が付いていない） 

どこにも○が付いていないのは副詞も同じですが、使われ方が副詞とは若干違う面もあります。見ていきましょう 

前置詞  ＋  前置詞の目的語 ≒「副詞扱い」です  

→「副詞扱い」と言う事は「Ｓ」「Ｖ」「Ｏ」「Ｃ」のどれにもなりません  

☆ 前置詞 (Pre)は 単独では存在できない。 日本語の「てにをは」と同じ 

☆ 前置詞 (Pre)は その後ろ（直後ではくても OK）に「名詞（前置詞の目的語(O)と呼ばれます）」を伴わなければならない 

☆ ［前置詞 (Pre) ＋ 前置詞の目的語 (O)］は ひとまとまりワンセットで 前置詞句と呼ばれる 

☆ 前置詞句は 副詞か形容詞の働きをする。（99％以上副詞、よって 前置詞句は 99％SVOC のどれにもならないと考える） 

 

 

 

 

at  

on 

in 

with 

etc… 

+  名詞 (N) 

前置詞の目的語 と呼ばれます 
（文の目的語とは違います） 

前置詞 ＋ 名詞でワンセット  

【前置詞の特徴＆使い方のイメージ】 

       

        

・She usually has lunch .in the office. 
S V O 前置詞の O 

【例文】 

         

副詞（Adv）扱い 

＝ 副詞（Adv）扱い 

in the large office 

前置詞の直後に名詞、ではなく、 
前置詞は最後が名詞で終わる と考えよう！ 

勘違いしやすいポイント！ 
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【資料】 前置詞の目的語は「名詞（N）」か「動名詞（doing ～）← 自作した名詞」 

前置詞の後ろに名詞が来ると言うことは知っている方も多いのですが、時々見かける、「前置詞＋doing」が何なのか？まで 

きちんと説明できるようになりましょう 

前置詞の目的語になるのは「名詞（N）」か「動名詞（doing）←自作した名詞」 

ランチの後に    

 

 

 

 

after lunch    

 

 

 

 

前置詞の後ろには「目的語 ＝ 名詞」が必要なのに、 

have（動詞）が書かれているので、文法的におかしい 

一応「ランチを取る」という「フレーズ（have lunch）」は存在しますが、【名詞】は存在しません」よね・・・ 

動名詞（N 扱い） 

名詞（N） 

動詞（V） 

＊ after は前置詞でもあり、接続詞でもある 前置詞と接続詞を参照 

【例】after（ここでは前置詞）を使って見てみましょう 

（  ○  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

lunch 

 

having lunch 

・She studied English . after 

（  ○  ） 
 
（  ○  ） 

英文は「完全な文（文型）」と「副詞」とで構成されています 

S V O 

【例】 

前置詞句なので、Adv（副詞）扱いとします 

      

      ランチを取った後に  after have lunch   

 

 

after. having lunch 

（  ×  ） 

 

 

（  ○  ） have lunch という動詞のまとまりを、 

having lunch（動名詞という名詞のまとまり）に 

自作・改良する事で解決 
                  

では「ランチを取った後に」という言い方をしたい時は、どうしたらいいのでしょう？ 
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【資料】 接続詞 

☆ 以下 接続詞といえば、特に断りが無い限り、従位接続詞（「文」と「文」を結ぶ）を指します 

☆ 等位接続詞の場合、「名詞」と「名詞」・「動詞」と「動詞」のように、同じ品詞同士を結びます 

接続詞には「等位接続詞」と「従位接続詞」の２種類があり、 

そのどちらも、「文法上 対等な関係にあるもの同士」を結びつけます  

まずは、接続詞について最低限知らなければならない知識についてみていきましょう 

【接続詞には２タイプあります】 

「単語」＋【接続詞】＋「単語」    

「句」 ＋【接続詞】＋「句」 

「文」 ＋【接続詞】＋「文」 

＜等位接続詞＞ 

                                               

「単語と単語」「句と句」「文と文」を連結する 

and / but / or / nor / yet / for  

 

 

「文」 ＋【接続詞】＋「文」 

＜従位接続詞＞ 

「文と文」を連結する 

つまり、接続詞の後ろに【S + V（主語＋動詞）】がある 
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・ We must take care to write e-mails in clear language when we are communicating with the clients. 

 

・ When we are communicating with the clients, we must take care to write e-mails in clear language. 

（クライアントとコミュニケーションをとる時、我々は、はっきりとした言葉で e メールを書く事に気を配らなければならない） 

 

 

・ It was pretty good although the restaurant was very crowded. 

 

・ Although the restaurant was very crowded, it was pretty good. 

（とても込んではいたが、そのレストランはかなり良かった） 

☆ 従位接続詞の位置  

文と文の間に入ってもいいし、文頭に来ても良い。文頭に来られないものもあるが、その都度説明する 

【接続詞の位置】  

接続詞の入る場所は、文と文の間はもちろん 文頭に来ても良い  
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☆☆☆ 接続詞か前置詞か？（意味ではなく品詞による区別）  ＊ 意外と知らない人多し、ここでまとめておこう 

同じ意味を持つ接続詞と前置詞が存在するため、意味ではなく形から判断して使い分けるスキルがとても重要になってくるのです 
 

＜ 接続詞 ＞ 

【原因・理由】 
～ので 

～のせいで / ～のおかげで 

because 
since 
as 
now that 

though 
although 
even though 

in spite of 
despite 

（        ） S + V 
（        ） 

（   /   /   ） 

【逆接】 
しかし～ 

～にもかかわらず 

【時】 
～している間 

（その一方では… / ～だけれども） 

【時】 
～する時 / ～の時（時 / 曜日 / 月） 

S + V 

S + V 

（        ） S + V 

名詞 
doing（動名詞） 
＊ 同格の that 

＜ 前置詞 ＞  

名詞 

doing（動名詞） 

名詞 

doing（動名詞） 

【時】 
～するとすぐに 

（        ） 

【条件】 
～ならば / ～があるなら 

（        ） 

名詞 

doing（動名詞） 

【様態】 

～のように 
like  

名詞 

doing（動名詞） 

名詞 

doing（動名詞） 

（        ） 

（        ） 

（        ） 

【時】 
～の後 

【時】 
～の前 

名詞 

doing（動名詞） 

名詞 

doing（動名詞） 

【条件】 
～の時を除いて / ～がなければ without  

名詞 

doing（動名詞） 

名詞 

doing（動名詞） 

while 

when 

（        ） S + V 

（        ） S + V 

（        ） S + V 

as soon as 

if 

unless 

during 

at / on / in 

before 
prior to 

on / upon 

with 

（        ） S + V before 

【目的】 
～するために 

because of 
due to 
owing to 

名詞 

doing（動名詞） 

 

after 
following （        ） S + V after 

as   
like  

名詞 

doing（動名詞） 

as   
like  

S + V 
【様態】 
～のように 

 

so (that)    for  S + can V 
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4.         admission to permanent collection 

  galleries is free to the public, the suggested 

donation is $7 for adults.  

 
a: During  b: While   

3. Total expenses of the company increased         

  rising costs, such as raw materials, taxes, etc,. 

 

 
a: due to  b: because 

  

【問題】 自分の中で公式化してみよう  下線部の前や , の所に、 （スラッシュ）を入れると 見やすくなるよ 

下線部より後ろに V があれば、下線部には接続詞が入る 

1 . He didn’t go to Susukino          he had  

a headache. 

 

 
a: because  b: because of 

 

S V 

O 下線部の後ろに SV の関係があるので、
下線部には接続詞が入る 

2. He went to a pub in Susukino         he had  

a headache. 

 

 
a: despite  b: though   

S V 

O 下線部の後ろに SV の関係があるので、
下線部には接続詞が入る 

（接） （前） （前） （接） 

（接） （接） （前） （前） 

S 

V 

答えは前置詞の due to ですが、その理由は下線部より後ろにＳＶの関係がないから。 
 
でも「costs って、動詞っぽく見えるんですけど…」と思った方はいませんか、 
rising costs を「主語と動詞」と考えると、何が不自然になってしまうのでしょうか？ 
 
cost を動詞で使う時は、cost の後に「目的語（名詞）」を取るのが自然です 
（つまり今回のように直後にカンマが来ているのは不自然です） 
 
なので今回の costs は名詞と考えます。 
rising costs には主語と動詞の関係性は無いと判断します。よって下線部に接続詞は入れません。 


